
ペンタゴンメイクアナリスト養成コース入学規約 

日本骨格分析メイクアップ協会（以下、当協会）が主宰する認定校の入学にあたっての規約

になる。 

 

1. 入学手続きについて 

本規約にご了承の上、当協会が定める規定の申込書と誓約書に署名すること。 

当協会指定する期日までに入学金を収め手続きを完了させること。 

 

2. 入金について 

お支払い期限までに指定口座に入金すること。支払い方法は、振込一括になる。 

当協会既定の分割方法を利用の場合、支払い途中での退学退会等があったとしても残

債は免除されない。 

 

3. 入学辞退による返金について 

１）入学金 

一度払い込まれたあとは返金できない。 

２）授業料 

授業開始後の返金はできない。授業開始前の場合は入学金を引いた授業料を返金

する。 

 

4. 受講申し込みについて 

各校校長とスケジュールを相談し確定させる。受講は予約制で、基本的に複数で行うが、

場合により個別に調整する。 

受講日のキャンセル及び変更は、一週間前までにすること。当日キャンセル及び変更の

場合は、1 コマ（2 時間）分の権利を失効することとなる。当日遅刻をされた場合の時

間延長はできない。また、それぞれのコースに期限があり、期限内にコースを修了する

こと。 

 

5. 教材について 

講座を開始するにあたり、人にフルメイクができる化粧品及び備品を揃えて頂く必要

がある。必要な化粧品及び備品は各校経由で揃えることができる。または個人で揃える

こと。各校校長と相談し、講習初日までに必要最低限の教材を揃えること。また講習開

始後に追加購入も可能である。 

 

 



6. 有効期間について 

当スクールには有効期限がある。入学から下記の期間内に受講を修了させること。有効

期限を過ぎると自動的に受講資格を失うこととなる。 

１）ペンタゴンメイクアナリスト養成コース 入学日から 6 か月以内 

 

7. 免責事項について 

１）当スクールで習得後の成果に関しては個人差があり、その成果を保証するもので

はない。 

２）本人の不注意による受講中内外での事故については、当スクールではその責任を

一切負えません。 

 

8. 譲渡の禁止 

受講資格は、第三者に譲渡や使用させることはできない。 

 

9. 個人情報の取り扱い 

受講生同士の個人情報（住所、氏名、写真、電話番号、FAX 番号、電子メールアドレ

ス等) 及び受講中に知り得たお客様の個人情報は、全受講生がその取扱いに十分に注

意し、本人の承諾なしに個人情報の一部または全部を何らかの媒体に公表、改ざん、

棄損をしてはいけない。 

 

10. 知的財産の保護 

在学中、および卒業した後も、当協会が作成し発行する全てのプログラム・テキスト・

資料・データ等の著作権、著作隣接権及び肖像権は本協会に帰属する。 

無断で他の媒体に掲載し、第三者に譲渡もしくは売却し、または公表することはでない。 

また講座中は、当協会の知的財産に関する録音録画はできない。 

 

11. 秘密保持 

入学時に署名する「秘密保持等に関する誓約書」の内容に遵守すること。 

 

12. 卒業検定とジュニア資格について 

卒業検定は、ペンタゴンメイクアナリスト養成コース最終回に実施する。モデルに「骨

格分析ペンタゴンメイク体験 90 分」を行い、合格することで【ペンタゴンメイクアナ

リストジュニア】の資格を得ることができる。 

卒業検定の不合格の場合、その日から１か月以内に再受検料を支払い、合格することが

必要である。また有料の補講を希望者は受講することができる。再検定が不合格の場合

は、技術の理解が不足していると判断し、補講料金を支払い受講し、補講受講後 1 か月



以内に再再検定に合格することが必要である。その再再検定不合格の場合は、補講受講

したのち検定を受けることを繰り返す必要がある。 

 

13. モニター講座と認定アナリスト資格について 

卒業試験合格後から 90 日以内に「モニター講座」を 10 名実施し、各学校校長から全

員分の添削を受け、7 名以上が合格基準に達していた場合にのみ「認定アナリスト」

として認定される。不合格の場合には、補講受講したのち、追加 3 名のモニター講座

を実施し、添削を受け（追加添削料支払い）3 名全員が合否基準に達する必要があ

る。 

 

14. 認定アナリスト行動指針 

ペンタゴンメイクを学ぶ方々が、自分の綺麗の目標に到達するために 

・ 「分かりやすい」を提供しよう 

・ お客様の綺麗のために考えよう 

・ お客様の綺麗のために自分を磨こう 

・ 新しいメイク情報を常に取り入れよう 

・ 上下関係ではなく同じ目線で取り組もう 

・ 決めつけず可能性を提案しよう 

・ お客様はできると信じよう 

・ 孤独にならず、仲間と助け合おう 

・ いつでも誰にでも誠実でいよう 

・ お客さまや仲間の意見を尊重し感謝しよう 

 

 

 

 


